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埋蔵文化財センターへ行こう！ 

教科書に出てくるアレもある⁉ 旧石器～江戸時代の遺物を展示 

 

文化財課イメージキャラクターともちゃん 

磐田市見付 3678-1  

【開館時間】８時 30分～17時 

【休館日】国民の祝日、振替休日 

年末年始（12/29～1/3） 

【駐車場】磐田市立図書館東側 10台 

 

埋蔵文化財センター 

 埋蔵文化財センターの展示をリニューアルしました！文化の秋、埋蔵文化財センターにぜ

ひお越しください。 

 磐田市には、旧石器時代から江戸時代にかけての

各時代の遺跡があり、展示室では時代ごとに遺物を

展示しています。 

 中には、黒曜石
こくようせき

や縄文土器、弥生土器、三角
さんかく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

、勾玉
まがたま

など教科書に載っていたり、授業で一

度は聞いたことがある遺物も展示しています。 

 この他にも見聞きしたことがあるものや、知って

いる場所から出土したものもあるかもしれません。

以外と身近な歴史を見つけに来ませんか。 
展示室の様子 
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まさに歴史に“触れる”⁉ 

さわれるコーナーを新設 

手のひらサイズの重要文化財! 

重要文化財『静岡県明ヶ島古墳群出土土製品』を常設展示 

新たな出会い、発見があるかも⁉ 

トピック展示で旬の話題 

さわれるコーナー 

 平成 25年に重要文化財に指定された静

岡県明ヶ島古墳群出土土製品を常設展示

しています。 

 土製品は、平成８年度から 10年度にか

けておこなった明ヶ島古墳群（明ケ島原）

の発掘調査で見つかりました。 

 古墳時代（約 1,600 年前）に粘土をこ

ね、焼き上げて作ったもので、それらのほ

とんどが、10cm 以内の大きさです。儀式

（マツリ）に用いられたものと想像され

ますが、何の目的で作られたのか、どのよ

うにマツリをおこなったのか、明確には

分かっていません。 

人や動物、武器・武具、鏡、農工具、楽

器など、数多くの種類が出土し、当時の

人々の信仰や生活の様子、道具の変遷を

知ることができる極めて重要な資料で

す。ぜひ、ご覧ください。 

 

静岡県明ヶ島古墳群出土土製品展示コーナー 

 発掘調査資料や話題の遺跡について随時紹介し

ます。現在は、好評につき展示を延長した甑
こしき

塚
づか

古墳

出土の盾持ち人埴輪を年末まで展示しています。 

トピック展示コーナーは展示替えをおこなった

際には、文化財だよりやホッとライン等でお知らせ

していきますので、お楽しみに！ 

甑塚古墳の盾持ち人埴輪（右は、右側側面） 

 

手のひらにのせた状態 

 遠江国分寺跡から出土した瓦（奈良・平安時

代）と加茂東原  遺跡で見つかった土器（弥生

時代）、重要文化財『明ヶ島古墳群出土土製品』

のレプリカをさわることが出来ます。 

 本物の遺物をさわれる、また、重要文化財の

大きさを体感出来る貴重な機会です。 

 ぜひ、体験してみてください。 
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文化財課関連イベント情報 
 旧見付学校や埋蔵文化財センターでイベントを開催します。当日は、見付宿たのし 

い文化展も開催されます。この秋は、見付に訪れてみませんか。 

10月 26・27日は見付に行こう！ 

見付歴史講座 

◆日 時 ①10 月 26日（土） ②10月 27日（日） 

いずれも 13時 30分～14時 30分 

◆場 所 埋蔵文化財センター 研修室 

◆内 容 ①東海の小平安京 ～遺跡から見る平安・鎌倉時代の見付～ 

     ②見付の秋葉信仰 

◆講 師 ①、②ともに文化財課職員 

◆定 員 各回 30人（応募者多数の場合は抽選） 

◆参加費 無料 

◆申込み 10月 11日（金）まで電子申請にて受付 電子申請 

かすりの着物で写真撮影＆町並散策 

◆日 時 10月 27日（日） 13時 30分～15時 30分 

◆場 所 旧見付学校（磐田市見付 2452-1）とその周辺 

◆内 容 かすりの着物を着て、旧見付学校や周辺の散策 

コースをめぐり、記念撮影をお楽しみください。 

◆対 象 幼児～小学生（散策・撮影は親子で） 

◆定 員 30人 ※着物の数（サイズ別）に達した時点で締め切り 

◆参加費 無料 

◆申込み 10月 11日（金）まで電子申請または 

旧見付学校に直接申込み 

◆その他 詳細については後日メールで通知します 

◆問合せ 旧見付学校 ☎0538-32-4511 

電子申請 

ペーパークラフトで旧見付学校を作ろう！ 

◆日 時 10月 26日（土）9時 30分～11時 

◆場 所 旧見付学校（磐田市見付 2452-1） 

◆内 容 鉛筆立てにも使える旧見付学校のペーパークラフトの作成 

◆定 員 中学生以下 20人 

（小学校 3年生以下は保護者同伴、応募者多数の場合は抽選） 

◆参加費 無料 

◆申込み 10月 11日（金）まで電子申請にて受付 

◆問合せ 文化財課 ☎0538-32-9699 電子申請 

旧見付学校にて撮影 

完成イメージ 
（ペンはついてきません） 
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秋の味覚の誘惑に負けている日々です。芋

に栗に柿にぶどうにリンゴに梨、キノコに

秋刀魚に鮭…編集後記を食べ物でうめてし

まいました。食欲の秋、楽しいですね。 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田 文化財だより 検索 

 

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 
 集 
 後 
 記 

今年の NHK大河ドラマ「光る君へ」の楽しみ 渡邊 武文 
コラム 

職員リレー 

ふるさと歴史たんけん隊 

「文化の秋！親子文化財めぐり」参加者募集 
 意外と知らない身近な文化財を親子で一緒に巡ってみませんか？遠江国府や中泉御

殿など、磐田の歴史に深く関わる文化財を文化財課職員がご案内します。 

■日 時 11月２日（土）10時～12時 小雨決行・雨天中止 

■ところ 磐田市中泉周辺(御殿遺跡公園、西願寺など) 

集合:磐田駅南口 解散:磐田駅北口 

■対 象 市内小学校５・６年生とその保護者 

■定 員 親子 10組（子どものみの参加も可） 

■参加費 100円 

■申込み 10月１日（火）～10月 15日（火）まで電子申請にて受付 

■その他 応募多数の場合は抽選 

          抽選結果は 10月 17日（木）以降にメールにて連絡します。 

     中止の場合は、前日にメールにてご連絡します。 

 

今年の NHK大河ドラマ「光る君へ」はご覧になっていますか。今回のドラマでは平安

時代の天皇や公
く

卿
ぎょう

たちをめぐる宮廷での出来事が描かれ、華やかな装束に目を奪われ

がちですが、私は、放送が決まってから、紫式部や父・藤原為時、夫・藤原宣孝などの

中下級貴族の生活がどのように描かれるのかを楽しみにしていました。 

 それというのも、古代では、各地に設置された国府に、国司として都から派遣される

のが中下級貴族であったからです。当時の遠江国府は見付地区にあり、国司は為政者で

あるとともに、都の雅な文化をもたらしてくれる存在でもありました。彼らが都でどの

ような生活を送っていたのかとても気になっていました。貴族と言えば華麗な生活を送

っていたように思いますが、皆がそうではなかったようです。 

また、ドラマの第 22～24 回では、為時が国司として派遣された越前国府が舞台とな

っており、地元の人間とのかかわりが描かれ、遠江国府の様子もこのようなものであっ

たかもしれないと感じさせられました。朱色に塗られた国府の政庁の鮮やかさや豪華な

調度品などは、地方における別世界を明確に表現していました。 

 さて、時の最高権力者であった藤原道長が記した日記『御
み

堂
どう

関白記』には、寛仁２

(1018)年に、遠江国司・源忠
ただ

重
しげ

から馬 10 頭が贈られたことが記されています。こうし

た資料からは、中央政界と地方が密接につながりを持っていたことが良くわかります。

今回のドラマでは地方はあまりクローズアップされていませんが、都と地方の関係にも

留意しながら、今後も楽しんで視聴していきたいと考えています。 

電子申請 

市指定文化財 旧中泉御殿裏門 

（西願寺） 


